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研究キーワード 唾液腺腫瘍病理

研 究 内 容 ●唾液腺腫瘍の病理診断に関する研究
唾液腺は食物摂取に関するQOLに関与する重要な臓器であり，大唾液腺，小唾液腺の形で頭頸部領
域に広く分布する．他の臓器に例にもれず，唾液腺にも腫瘍性病変が発生するが，他の臓器とこと
なり，腫瘍発生に関与する細胞が多彩であり，特に筋上皮細胞が関わることにより，その組織形態
が多彩であり，組織型の種類も多く，加えて，唾液腺腫瘍は比較的稀であることから，一般病理医
にとっては診断の難しい領域となっている．また，近年，キメラ遺伝子や，特定の遺伝子の突然変
異等，病理診断に直結する分子病理学異常に関する知見の蓄積が著しく，分子生物学的手法の診断
への応用が，正確な病理診断に必須となってきている．当講座においては，免疫染色，PCR，DNAシー
ケンス解析，RT-PCR，FISHを用い，唾液腺腫瘍の診断に資する新規マーカの検出を試みている．

●腫瘍の転移に関する研究
健診体制整備による早期発見，有効な分子標的薬の開発等により，癌の治癒率は近年著しく向上し
ているが，悪性腫瘍は，いまなお，死亡原因一位の地位を保っている．その悪性腫瘍の完治が困難
であることの主要因は腫瘍の転移である．転移に関する細胞生物学的な要素として，上皮間葉変換，
細胞間接着等があげられ，それに関する分子異常が次第に明らかとなってきているが，いまだ解明
すべき部分が多い現象である．当講座では，乳癌，大腸癌等の臨床材料を用い，免疫染色や分子病
理学的手法を応用し，転移のメカニズムの解明を試みている．
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